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Ⅱ 地域・社会活動の状況 

１．社会活動・地域活動への参加状況、参加できない理由 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－１－１ 社会活動・地域活動への参加状況（都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１：社会活動・地域活動とは、職業以外の社会活動、地域活動（各種ボランティア、ＮＰＯ、自治会・町内会の活動、 

ＰＴＡ活動、趣味・サークル・スポーツ等の活動など）を指す。 

資料：東京都生活文化局「男女平等参画に関する世論調査」（平成 23年） 

 

 

図表Ⅱ－１－２ 参加できない理由（都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京都生活文化局「男女平等参画に関する世論調査」（平成 23年） 

社会活動・地域活動への参加状況は、「参加したいが、できていない」が 41.5%ともっとも高く、次

いで、「参加している」（32.6％）、「参加するつもりがない」（25.9%）と続いている。参加できない

理由としては、「仕事が忙しいから」が約 5割を占めた。 

（n=1,892）

参加したいが、
できていない

41.5%

参加するつもり
がない
25.9% 参加している

32.6%

49.0 

27.9 

24.6 

24.2 

20.8 

13.0 

12.5 

10.6 

2.2 

6.2 

0 10 20 30 40 50 60

仕事が忙しいから

参加方法がわからない、きっかけがないから

経済的余裕がないから

どのような活動があるかわからないから

家事や育児・介護などが忙しいから

一緒に活動する仲間がいないから

参加したいと思う活動がないから

近くに活動の場がないから

家族の理解や協力がないから

その他

（％）

（複数回答） （n=785）



地域における男女平等参画 

 13 

特 

集 

男性の方が

非常に

優遇されている

2.2%

どちらかと

いえば

男性の方が

優遇されている

23.2%

平等

53.8%

どちらかと

いえば

女性の方が

優遇されている

5.8%

女性の方が

非常に

優遇されている

0.5%

わからない

14.6%

 

２．地域活動の場における男女の地位の平等感 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－２－１ 自治会やＮＰＯなどの地域活動の場における男女の地位の平等感（都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京都生活文化局「男女平等参画に関する世論調査」（平成 23年） 

自治会やＮＰＯなどの地域活動の場における男女の地位の平等感は、「平等」が 5割を超え、次いで、

「どちらかといえば男性の方が優遇されている」（23.2％）、「わからない」（14.6％）と続いている。 
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３．住んでいる地域は元気があると思うか、地域が元気になるための活動等 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－３－１ 住んでいる地域は元気があると思うか（全国） 

＜推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜男女別（平成 21年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：内閣府「地方再生に関する特別世論調査」（平成 21年） 

住んでいる地域は、「元気がある」と思う人は年々増加し、平成 21 年 6 月では、46.7％となってお

り、男女別でみると、男性は 44.2％、女性は 48.9％となっている。 

11.5

12.5

12.6

27.6

30.7

34.1

9.7

4.2

6.4

2.9

29.9

37.9

35.6

15.0

15.3

10.6

2.4 1.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成17年6月
（n=1,551）

平成19年12月
（n=1,667）

平成21年6月
（n=1,919）

（％）

（該当者数）

元気がある 多少元気がある どちらともいえない わからない あまり元気がない 元気がない

元気がある（小計）46.7 元気がない（小計）46.2

11.9

13.2

32.3

35.7

3.2

5.1 3.5

37.6

34.0

13.0

8.5

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

男性（n=886）

女性（n=1,033）

（％）

元気がある 多少元気がある どちらともいえない わからない あまり元気がない 元気がない

元気がある（小計）48.9 元気がない（小計）42.5

元気がある（小計）44.2 元気がない（小計）50.6
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図表Ⅱ－３－２ 地域が元気になるための活動に参加したいと思うか（全国） 

＜推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜男女別（平成 21年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：内閣府「地方再生に関する特別世論調査」（平成 21年） 

 

 

地域が元気になるための活動に「参加したい」と思う人は、年々増加し、平成 21 年 6 月では 73.2％

となっている。男女別でみると、男性は 74.7％、女性は 71.8％となっている。 

8.1

11.0

10.8

58.6

59.4

62.4

10.1 12.3

19.4

15.1

8.1

6.8

6.94.5

2.9

2.8

0.4

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成17年6月
（n=1,551）

平成19年12月
（n=1,667）

平成21年6月
（n=1,919）

（％）（該当者数）

積極的に参加したい 機会があれば参加したい どちらともいえない わからない あまり参加したくない 参加したくない

参加したい（小計）73.2 あまり参加したくない（小計）22.0

13.4

8.5

61.3

63.3

3.6

5.2

15.6

14.6

5.5

8.0

0.3

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

男性（n=886）

女性（n=1,033）

（％）

積極的に参加したい 機会があれば参加したい どちらともいえない わからない あまり参加したくない 参加したくない

参加したい（小計）71.8 参加したくない（小計）22.6

参加したい（小計）74.7 参加したくない（小計）21.1
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図表Ⅱ－３－３ 地域が元気になるために特に期待する政策（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：内閣府「地方再生に関する特別世論調査」（平成 21年） 

地域が元気になるために特に期待する政策は、「多様な世代が共に暮らせるための福祉、医療の充実」

が男女ともにもっとも高く、また、中心となって活動すべき人々は、「住民一人ひとり」が男女とも

にもっとも高かった。 

55.1 

43.5 

43.0 

45.8 

33.2 

33.7 

33.1 

32.4 

34.4 

27.4 

15.5 

0.8 

3.8 

1.5 

62.7 

53.7 

45.7 

34.6 

37.1 

34.8 

32.8 

32.8 

30.9 

34.1 

12.5 

0.1 

3.4 

3.6 

0 10 20 30 40 50 60 70

多様な世代が共に暮らせるための

福祉、医療の充実

安心して住み続けるための防犯、

防災対策の充実

商店街の活性化対策や、まちなかの居住

環境の向上などの中心市街地の活性化

地域に雇用を生み出す新産業の創出

交通、公園などの生活環境や

企業誘致などの産業振興の基盤整備

地域が元気になる活動の中心となる人材を

育成するための特色ある教育の充実

祭り、自然、町並みなどの地域資源

を活かした観光・交流の促進

地域が元気になる活動に住民が

参加できる仕組みの整備

農林水産業や伝統的な地場産業、

地域の既存産業の振興

リサイクルや二酸化炭素の排出抑制などの

地域からの地球環境対策

地域独自の情報発信のための

メディアやＩＴ基盤の充実

その他

特にない

わからない

（％）

男性（n=886） 女性（n=1,033） （複数回答）
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図表Ⅱ－３－４ 中心となって活動すべき人々、団体（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：内閣府「地方再生に関する特別世論調査」（平成 21年） 

59.7 

54.9 

31.9 

34.0 

30.5 

30.1 

22.2 

22.2 

21.9 

14.2 

0.6 

1.6 

2.1 

64.4 

52.7 

34.9 

31.3 

34.0 

30.0 

33.5 

22.0 

17.6 

16.7 

0.3 

1.2 

3.2 

0 10 20 30 40 50 60 70

住民一人ひとり

地方公共団体

商店街

民間企業

自治会や、講、もやい

などの地縁的な団体

国

病院や診療所、老人ホーム

などの医療・福祉機関

ＮＰＯなどの市民活動団体

官民連携の協議会

大学、シンクタンク

などの教育・研究機関

その他

特にない

わからない

（％）

男性（n=886） 女性（n=1,033） （複数回答）
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女性だけ、あるいは

女性がほとんど

36.1%

やや女性が多い

17.2%

男女ほぼ

おなじくらい

13.2%

男性だけ、あるいは

男性がほとんど

17.1%

やや男性が多い

10.2%

無回答

6.2%

（n=4,379）

 

４．ＮＰＯ・市民活動団体における参画 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－４－１ ＮＰＯ代表者に占める女性の割合（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：内閣府「平成 21年版男女共同参画白書」 

 

 

図表Ⅱ－４－２ 市民活動団体の事務局スタッフの性別構成（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：内閣府「平成 20年度市民活動団体等基本調査報告書」 

ＮＰＯ代表者に占める女性の割合は、22.5％となっているが、市民活動団体の事務局スタッフの構成

をみると、女性スタッフが多い団体が約半数を占めている。活動分野の性別構成をみると、特に福祉

の分野では、女性スタッフが多い。 

男性

74.9%

女性

22.5%

無回答

2.5%
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図表Ⅱ－４－３ 市民活動団体の活動分野の性別構成（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：内閣府「平成 20年度市民活動団体等基本調査報告書」 

58.7

73.9

80.0

43.7

43.1

45.3

42.6

14.5

21.2

35.7

15.2

7.2

15.4

40.5

29.5

14.3

8.6

39.2

29.7

28.0

18.2

62.5

31.8

69.2

17.5

28.6

13.0

23.1

21.2

7.6

5.0

26.0

13.8

17.1

23.4

10.6

6.1

7.1

15.2

8.1

15.4

11.9

21.2

9.5

12.1

10.8

19.1

22.0

20.5

4.5

20.5

19.3

28.6

13.0

18.8

6.6

4.3

2.5

14.2

15.4

12.0

17.0

16.2

15.2

14.3

13.6

18.1

17.9

9.5

16.7

14.3

19.0

16.7

15.9

18.6

25.0

8.3

22.7

5.1

14.0

14.3

15.2

14.9

4.9

3.3

4.6

18.5

12.8

10.6

35.9

33.3

35.7

30.3

40.3

28.2

14.3

16.7

38.1

29.3

15.7

17.7

16.1

22.7

29.2

13.6

21.1

3.6

41.3

25.9

3.3

5.0

4.9

6.2

9.4

2.1

18.4

21.2

19.7

19.4

17.9

11.9

12.2

23.8

27.6

10.3

10.6

11.9

4.5

27.3

22.8

21.4

17.4

12.5

5.3

8.2

7.5

6.7

3.1

3.4

4.3

4.4

3.0

7.1

6.1

6.9

5.1

11.9

3.8

3.4

7.4

7.1

3.4

9.1

5.3

3.6

4.7

2.6

2.7

2.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

高齢者福祉

児童福祉

母子福祉

障害者福祉

その他社会福祉

健康づくり

医療

まちづくり・むらづくり

犯罪の防止

交通安全

観光の振興

自然環境保護

公害防止・省エネルギー

リサイクル

教育・生涯学習指導

学術研究の振興

スポーツの振興

青少年育成

芸術・文化の振興

国際交流

国際協力

消費者問題

人権の擁護

男女共同参画社会の形成の促進

市民活動支援

平和の推進

災害防止・災害時支援

その他

（％）

女性だけ、あるいは女性がほとんど やや女性が多い

男女ほぼおなじくらい 男性だけ、あるいは男性がほとんど

やや男性が多い 無回答

男性が多い女性が多い
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図表Ⅱ－４－４ 活動分野（都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：「その他」には、「経済活動の活性化」、「科学技術の普及」などの回答があった。 

資料：東京都内ＮＰＯ法人に対する基礎調査（平成 23年） 

 

 

主な活動分野は、「社会福祉」と「教育・生涯学習」が 50.6％と半数以上を占め、「男女共同参画」

は 10.1％となっている。主たる支援対象は「一般市民・地域住民」が 7割を超える。 

50.6

50.6

44.4

34.4

32.2

24.7

23.4

21.4

16.9

16.3

15.4

14.8

10.1

9.8

9.2

8.2

7.8

5.3

4.6

1.1

6.1

2.0 

0 10 20 30 40 50 60

社会福祉

教育・生涯学習

地域・まちづくり

子どもの健全育成

保健・医療

環境・自然・リサイクル

国際協力・交流

文化・芸術

人権擁護

市民活動団体支援

雇用・労働

情報・技術

男女共同参画

体育・スポーツ

災害救援・防災

安全・防犯

消費生活

観光・レジャー

平和・紛争解決

宗教・精神世界

その他

無回答

（％）

（複数回答） （n=1,169）
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図表Ⅱ－４－５ 支援対象（都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京都内ＮＰＯ法人に対する基礎調査（平成 23年） 

 

 

73.8 

48.6 

33.6 

23.1 

16.6 

15.4 

12.6 

11.9 

8.8 

7.8 

3.7 

3.0 

2.7 

2.4 

2.3 

6.7 

5.2 

0 20 40 60 80

一般市民・地域住民

心身障害児者

介護者

育児者

二ート・引きこもり・不登校

患者・嗜癖・依存症者

虐待・ＤＶ被害者

失業者・低所得者

在日在留外国人

海外の人・難民

受刑者・出所者

路上生活者

公害被害者

戦争被害者

犯罪被害者

その他

無回答

（％）

（複数回答） （n=706）
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５．商店街の推移、商店街における青年部や女性部の活動 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－５－１ 東京都内の商店街数の推移（島嶼部を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－５－２ 青年部や女性部の有無（都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京都産業労働局「東京都商店街実態調査」（平成 22年） 

 

東京都内の商店街数は、青年部や女性部の数と共に年々減少傾向にある。青年部の活動は、「売出・

イベント・祭り」が 5割を超えてもっとも多いが、女性部の活動は、「食事会、交流会、懇親会等」

が 26.4％でもっとも多い。 

2,873

2,785

2,683

2,717

2,500

2,600

2,700

2,800

2,900

3,000

平成13
（2001）
年度

平成16
（2004）
年度

平成19
（2007）
年度

平成22
（2010）
年度

（件）

7.5

7.9

6.8

7.8

9.3

10.1

67.3

67.5

9.1

6.6

0 20 40 60 80 100

平成22

（2010）

年度

（n=1,734）

平成19

（2007）

年度

（n=1,879）

（％）

青年部・

女性部の

両方がある

青年部

のみある

女性部

のみある 両方ともない 無回答
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図表Ⅱ－５－３ 青年部主催活動の有無（都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－５－４ 女性部主催活動の有無（都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京都産業労働局「東京都商店街実態調査」（平成 22年） 

62.2 

80.0 

19.6 

16.0 

18.2 

4.0 

0 20 40 60 80 100

平成19（2007）年

（n=296）

平成22（2010）年

（n=250）

（％）

行っている 行っていない 無回答

64.6 

76.0 

17.4 

20.2 

18.0 

3.8 

0 20 40 60 80 100

平成19（2007）年

（n=339）

平成22（2010）年

（n=292）

（％）

行っている 行っていない 無回答
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図表Ⅱ－５－５ 青年部主催活動の内容（都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：活動内容に関する回答のみを集計。 

 

図表Ⅱ－５－６ 女性部主催活動の内容（都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：活動内容に関する回答のみを集計。 

資料：東京都産業労働局「東京都商店街実態調査」（平成 22年） 
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